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新年度が始まりあっという間に３か月が過ぎ、もうすぐ夏休みです。夏休みは心にも少しゆとりができ、日頃

できなかったことに時間を使うことができます。自己研修、読書、スポーツ、旅行・・・。心身ともにリフレッ

シュし、エネルギーを蓄え、今後の教育活動にお力添えをお願いいたします。

市教育研究所では、夏休み中、下記のとおり様々な研修を計画しております。ぜひ御参加くださいますようよ

ろしくお願いいたします。

６月１２日（月）に、市内４中学校から約２０名の生徒が市役所に集まり、

４つの中学校区で共通して実践できる活動について協議しました。今年度は、

定期的にテレビ会議システムを使うことで交流の機会を増やし、よりよい実践に向けた積極的

な活動が期待されます。１１月１８日（土）には２回目の交流会を実施し、平成３０年１月

２７日（土）の「下野市教育のつどい」において、取組の発表を行う予定です。

 

 

 

①７月２５日（火）ゆうがおＣＡＦＥ

②８月 ９日（水）音楽実技研修（午前）吉田西小学校

③８月２１日（月）ＩＣＴ活用研修 古山小学校

＜情報教育研究研修と同時開催＞

（午前） Pepper・電子黒板等の実技研修

（午後） WinBird成績処理システムの操作研修等

④８月２５日（金）理科実技研修 緑小学校

（午前） 理科実験･観察法の研修（初級・中級）

⑤８月２８日（月）ふるさと学習現地研修＜初任者研修と同日開催：午後のみ＞

（午後） 下野市内史跡、公共施設、公園等の見学、説明

下野市子ども未来プロジェクト

テーマ「輝く未来・あふれる笑顔～支え合い･わかり合い･心の輪を広げよう～」
☆支え合い：ボランティア意識を高めよう（防災ずきんの贈呈）
☆わかり合い：わかり合いで高める仲間意識（いじめ防止）
☆心の輪を広げよう：みんなで広げる一体感（エコプロジェクト）



日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
新規採用教 S&Uコラボ 市栄養教諭･学校栄養 市アレルギー研修会 道徳教育研究会 新規採用 教

員選考試験 （祇園小） 職員研修会９:00～ 15:00～（国分寺東小） 15:00～ 員選考 試験

(筆記） （古山小） S&Uコラボ（石橋中） S&Uコラボ (実技）

要請訪問（吉田東小） （吉田西小）

学力向上応援団派

遣事業（石橋中）

９ １０ １１ 1２ １３ １４ １５
新規採用教 英語教育推進プ 市人権教育研修会授 S&Uコラボ 共同訪問（国分寺小） 学校図書館活用研
員選考試験 ロジェクト 業研究会 13:35～ （石橋小） 究会 15:00～
(面接） 14:00～ （国分寺西小） 教育委員会訪問 S&Uコラボ

S&Uコラボ (石橋北小） （吉田東小）
（国分寺東小） 教科書選定委員会

14:00～（庁舎３F）

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
小学校社会科副読本 定例教育委員会 下地区中学校総合

海 の 日 活用研究会 体育大会 ～ 24日
15:00～

要請訪問（薬師寺小） 夏 季 休 業
市教頭会研修会 ～ 8/3 1

14:00～
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

市小学校陸上記 学力向上応援団派遣 栄養教諭・学校栄 下小教研 A 部会 市学校給食研究会
録会 事業（吉田東小） 養職員研修会 13:00～
（栃木市陸上競 9:00～ 下地区養護教諭 部会 (グリムの館）
技場） 市特別支援学級担任、 市特別支援教育推 研修会 市学校食育研究委

通級担当者研修会 進研究会 9:00～ 員会 14:45～
9:00～ 市事務職員研究会 (グリムの館)

9:00～ S&Uコラボ
ゆうがおCAFE Summer English （祇園小）

17:00～ Fun 午 前 :小 学 校 1･2年 生 県中学校総合体育
午 後 :小 学 校 3･4年 生 大会 ～30日

３０ ３１
学力向上応援団
派遣事業（薬師
寺小）
下中教研Ａ部会

※ ７月１日現在の予定です。詳細は文書でご確認下さい。

※ 時間のみ記載の研修会の場所は、下野市役所です。

※ 市教育研究所主催行事 市関係行事 学校関係行事 その他

６月１６日（金）下野市幼小連絡協議会総会が行われました。総会の後、今年も栃木県幼

児教育センターから髙木恵美先生をお招きし、「幼小連携における新たな取り組み～カリキュ

ラムの接続～」と題して御講話をいただきました。その中で、昨年度の新規事業「幼小連携推進者養成研修」

に参加していただいた、グリム保育園の柏崎先生と石橋小学校の田口先生から、研修で作成した「話す･聞く力」

をテーマにした「ジョイントカリキュラム」について発表していただきました。園や学校でそれぞれどのよう

な教育を行っているのかをお互いに理解し、どのように学びをつないだらよいか話し合

うことが大切です。幼小の接続がスムーズになれば、入学する子どもたちは安心して小

学校生活を送ることができます。今後の保育参観や小学校の授業参観から子どもの学び

を知り、「つなぐ」ことをテーマに研修を深めていければと思います。


